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地域に求められる技術者教育
　1962（昭和37）年に制定された「新産業都市建設促進法」に基
づき、大分地域は新産業都市に指定され、「産業の立地条件及び
都市施設を整備することにより、その地方の開発発展の中核と
なるべき」都市としての発展が求められた。この産業とは、主
に「工業」を指し、瀬戸内海沿岸の他地域と同様に、大分も工
業都市としての使命を担うことになった。そのため、地域の産
業を支える人材育成が急務とされた。
　このような時代的要請のもと、1967（昭和42）年に日本文理大
学の前身「大分工業大学」が設立された。設立目的は「有能な
る工業技術者の養成を目的とし、とくに生産の実際に即する
技術教育を行い、文化の向上と産業の発展に寄与する」とされ、
地域産業の進展を担う地域人材を育成する高等教育機関として
設立された。
　当初は工学部のみを設置し、機械工学、電気工学、土木工学、
建築学、経営工学、工業化学の6学科で構成されていた。その
後、1982（昭和57）年に商経学部を加えて2学部体制となり、校
名を「日本文理大学」と改称した。2002年には工学部の建築学
科・土木工学科を改組して、建築デザイン学科・建設都市工学
科を設置した後、2007年に両者を統合して、建築学科として
再改組されて今に至る。現在、1学年定員80名に対し、建築系
教員8名、土木系教員5名が、地域の要請に応える建設技術者
教育を担っている。

地域社会のリーダー育成
　現在の日本文理大学は、工学部・経営経済学部・保健医療学
部の3学部から構成されており、すべて同一キャンパス内に配
置されている。このため、大学名が示す通り「文理融合」を理
念とし、学部間の垣根のない学際的・統合的教育が実践されて
いる。
　大学の教育理念は「産学一致」「人間力の育成」「社会・地域
貢献」にあり、これらを1年次から全学的に展開する点が特徴
である。学生は「地域をキャンパス」として活動し、地域社会
に実践的に関わる学びを深めている。
　この理念は、知識習得型教育とともに、体験や実践によって
学ぶ実践型教育を重視する方針へと発展しており、理論と実践

の両輪によって人間力を育成する教育体系を形成している。こ
のような教育指針は、理論と制作を両輪として活動する建築家
教育のあり方とも合致している。また、全学的な教育プログラ
ムとしては、「地域志向科目」を充実させることにより、「大分全
域をキャンパス」とする教育が展開され、学生が地域社会と協
働しながら、地域の未来を担うリーダーとして活躍する「地域
創生人材」として成長することを目指している。

地域創生人材の教育プログラム
　このような大学の教育理念と方針に基づき、建築学科の教育
プログラムも地域創生人材の育成を念頭に多角的に展開されて
いる。現在、建築学科は建築系と土木系双方の教員によって構
成され、多様な専門家が地域創生人材育成プログラムに参画し
ている。学生の最終的なコース選択は、建築設計コース、建築
工学コース、インテリアデザインコース、環境・地域創生コー
スの4つに分かれるが、低学年ではコースを横断して建設事業
の全域にわたる授業を受講できるように構成されている。その
ため、建築設計を志す学生も、在学中に一度は土木やインテリ
アなど他分野の専門知識と技術を学ぶ機会を得ることになる。
　また、大学の教育方針である「知識習得型教育」と「実践型
教育」を両輪として展開する理念に則り、授業構成も講義系科
目と演習系科目がほぼ同等の割合で開講されている。特徴的な
のは、低学年の社会参画系科目やプロジェクト系科目において
は、建築・インテリア・土木の各々を専門とする教員が協働し
て授業を担当し、学生が多様な専門家の視点から地域創生やま
ちづくりのあり方を学ぶことができる点である。
　カリキュラムツリーに示されるように、1年次には基礎製図、
CAD製図に加え、地域づくり実践科目「プロジェクト1」が
開講され、多くの学生が受講している。設計製図、CAD演習、
プロジェクト演習といった演習科目は3年次後期から4年次ま
で継続的に開講されており、地域課題を主題とする演習が4年
間を通して教育の中核を成している。

地域課題をテーマとした演習科目
　1年次では、建築系演習として前期に基礎製図、後期にCAD
製図を履修し、手描きとCAD双方の技法を通じて図学および
建築製図の基礎を修得する。CADはVectorworks、SketchUp、
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ArchiCADなどを扱い、基礎製図では手描きの図面作成課題に
加え、自らが学ぶ場所（校舎）の鉄骨階段を学生自身が丁寧に実
測し、白紙に図面化する課題を行う。授業プログラムの細部に
わたって、自らの居る場所のことを知り、そこでの課題解決を
実践するという学びの理念が活かされている。
　通年科目の「プロジェクト
1」では、地域の特産物を担
う一次産業の体験や地域集落
の暮らし体験を通して地域課
題を見出し、その課題解決の
方策を検討する演習が行われ
る。また、地域の歴史的な祭
礼行事への参画を通じて、地
域に根ざした生活文化と生業
の現状を理解した上で、現在
営まれている祭りを活性化す
ることを目的とし、祭りを演
出する光灯籠の制作・配置を
行い、インテリア・建築・地
域計画の基礎概念を体験的に
学ぶ。
　2年次からは、設計製図1が始まる。設計製図は、4年生ま
での通し科目で、設計製図1から5まで開講されており、将来、
建築設計を志す学生は設計製図5まで修得するという流れに
なっている。設計製図1では、前半で詳細図のトレースを通じ
て実施設計の基礎を学び、後半では「マイ・スペース」という
自らの居場所の設計課題に取り組むことによって、建築設計の
発想法の基礎を修得する。設計製図2では、大学キャンパス内
の休憩施設設計を課題とし、大学内コミュニティーを主題とし
た自らの生活環境の改善計画を立案し、建築設計による課題解
決方法を提案する。後半課題では大分市中心市街地の一角を敷
地とし、商店街の活性化を目的とした設計に取り組む。この課
題では、フィールドワークや文献調査による地域調査と設計を

接続することで、社会学的・歴史学的調査に基づく設計姿勢を
養成している。
　同時に、2年次からはCAD1も開始され、3年次後期のCAD3
まで継続する。CAD3では就職活動に通用するレベルのポート
フォリオの制作を行うプログラムが用意されている。建築設計
事務所に就職志望の学生は、CAD1・2で修得したRevitなどの
BIM技術、Space Designer検定基準に準拠したCAD技術の修
得を踏まえて、各自の建築設計ポートフォリオの制作を行うこ
とになる。
　通年のプロジェクト科目も並行して展開され、2年次の「プ
ロジェクト2」では祭礼行事への参画に際して、企画段階から
参入する。また、地方自治体と協働した空き家再生提案を行う
プログラムなども始動しており、最終的に、学生自身が地域住
民に対してプレゼンテーションするところまで行う。地域の社
会人と交流することによって、学生自身が社会的な成人として
成長していくのを実感している姿を見ることができる科目と
なっている。
　当大学では3年次から研究室に所属するため、2年次後期以
降に学生の進路意識が明確化し、4つのコース選択と3年次以
降の各自の履修内容に反映されていく。

専門化する建築設計演習
　3年次では、設計製図3・4を選択履修できる。課題が専門
化・大規模化するため、履修者は各自の将来の進路に応じて絞
られる。設計製図3では、前半で住宅、後半で美術館を設計す
る。住宅課題は二世帯住宅やシェアハウス等、複層的な居住者
の関係性を設計要件とし、地域と共生する集住のあり方を探究
する。美術館課題は、国際観光都市である別府市の湾岸公園を
敷地とし、ベップ・アート・マンスやBEPPU PROJECTのアー
ト活動と接続した観光・地域交流に資する次世代型の美術館を
構想する。
　設計製図4では、コミュニティー・スクールとしての小学校、

学年 学期 授業科目名 課題内容 担当

1年

前期 基礎製図 建築製図基礎演習（トレース）、階段の実測・製図 石井、近藤、西村、福田

後期
CAD製図 3Dソフト、BIM、Vectorworks、SketchUp、ArchiCAD 石井、福田

スペースデザイン 家具製作 近藤、松岡

通年 プロジェクト1 地域づくり実践入門
池見、島岡、池畑、近藤、吉村、
高見、濱永、中西、江越、三浦、
福田

2年

前期
設計製図1 詳細図トレース、「マイ・スペース」 江越、島岡、後藤、山崎、

坪水

CAD1 建築一般 CAD 近藤

後期
設計製図2 「大学構内のレストハウス」、「アーバンスモールビル」 石井、島岡、西村、宮部、小田、

江越

CAD2 インテリア表現、BIM、Revit、SpaceDesigner検定 近藤、菅

通年 プロジェクト2 地域づくり実践応用 池畑、近藤、吉村、高見、池見、
中西、江越、福田、石井

3年

前期 設計製図3 「豪邸」、「シーサイド・ミュージアム」 近藤、島岡、西村、光浦、三浦、
石井

後期 設計製図4 「コミュニティー・スクール」、「低層集合住宅」 西村、島岡、服部、石井、福田、
江越、近藤

後期 CAD3 建築応用（ポートフォリオ制作） 近藤

4年
前期 設計製図5 日本建築学会設計競技、「マイ・スペース」 西村、福田、石井

通年 卒業研究 卒業設計 西村、近藤、三浦、石井、江越、
福田

M1
通年 建築設計特論 建築論 西村

通年 環境情報学特別演習Ⅰ 地域建築設計演習（教育施設、住宅等） 西村

M2 通年 環境情報学特別演習Ⅱ 地域建築設計演習（教育施設、住宅等） 西村

江戸時代の学者・三浦梅園の「ー即ーー 
ーー即ー」×「デ・ステイル」を課題とし
て制作された家具のスペースデザイン展

韓国・釜山大学で開催されたJIA北福岡
地域会による日韓学生国際ワークショッ
プでのプレゼンテーション

カリキュラムツリー

日本文理大学 建築学科 演習系教育プログラム（2025年）

（上）プロジェクト1 農業体験
（下）プロジェクト1 うすき竹宵まつり
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ならびに地域活性化を目的とした集合住宅を設計する。本科目
の履修者は学科定員の約2割程度となり、将来建築設計事務所
への就職を志望する学生が中心となる。以後、設計科目を履修
する学生は日常的に設計課題に専念するため、プロジェクト科
目の履修は原則として行わず、設計に集中する傾向が強まる。
就職活動の早期化により、社会人としての自覚とポートフォリ
オの整備が並行して進む。
　同時期に開講されるCAD3では、就職活動に適用するポー
トフォリオの制作を行う。Vectorworks、Jw-cad、ArchiCAD、
SketchUp、Shade、Revit、Twinmotion、Illustrator、Photoshop
等を適切に用い、必要に応じてAIも活用し、プレゼンテーショ
ンの完成度を高める。ここで獲得したプレゼンテーション技術
は4年次の設計課題にも直結する。

4年次の設計深化と卒業設計
　4年次前半は就職活動が本格化するが、建築設計志望者は大
学院進学も見据え、設計技術の高度化を図る。少数精鋭で開講
される設計製図5は、その志向をもつ学生が中心となる。前半
課題では日本建築学会設計競技に応募し、全国的な水準の中で
自らの力量を客観視する。学部生向けのタジマ奨励賞の受賞を
目標とし、これまでに修得したインテリア・土木・建築学に関
する講義系科目と設計製図1～5およびCAD1～3など演習系
科目で培った知識と技術を総合化する。応募はチーム編成を基
本とし、相互補完と協働性の修得を教育目的に位置づける。地
域環境サーベイを基盤に地域課題を建築的に解決する方針は、
本学の教育理念とも合致しており、多くの学生がプロジェクト
演習で実感した県内各地の地域課題をテーマに据える。
　後半課題では、2年次に扱った「マイ・スペース」を再課題
化し、各自の成長度の検証を行う。詳細図の提出を必須とし、
ディテールまで踏み込んだ実施設計図書として通用する図面を
作成する。施工技術と納まりへの理解を前提に、独自の設計意
図を技術へと落とし込む訓練である。「マイ・スペース」の課題
に意図された「最も望ましい自らの居場所（フィールド）の探究」
という主題は、卒業設計のテーマ設定にも連続し、「私とは何
か」「人間とは何か」「場所とは何か」という人間学的問いを前
提とした建築家の根本命題である「人間と環境の最も望ましい
関係」の思考を深めることを期待している。
　「マイ・スペース」提出後は卒業設計に着手する。敷地は自
身の来歴と親和性の高い場所を選定することが多く、地域課題
と個別の建築的問題意識を重ねて構想を進める。最終成果は学

科内発表、日本文理大学建築学科卒業設計展、日本建築学会の
全国大学・高専卒業設計展示会、近代建築社『卒業制作』掲載、
大分県建築士事務所協会賞への応募を視野に、統合的な設計・
表現へと収斂させる。
　なお、本学の設計教育は、専任教員に加えて地域を代表する
建築家を非常勤講師として招聘し、設計製図の個々の課題を通
して、多くの建築家に接することができるような設計指導体制
を構築している。講評会には関東・関西・福岡等から建築家を
招聘し、講演と講評を得ている。近年の招聘者には飯田善彦氏、
下吹越武人氏、近藤哲雄氏、若山滋氏、高山淳二氏、栗生明氏
らが含まれる。2023年度以降は、元コロンビア大学教員の工
藤国雄氏（日本文理大学客員教授、87歳）による設計製図4・5・卒
業設計のボランティア指導が継続されており、世代を超えた学
びの場が生まれている。市内のご自宅から大学まで電車とバス

を乗り継いで1時間以上かけ
てわざわざ通勤されているに
もかかわらず、いつも笑顔で
学生に接し、柔らかい物腰で
なされる鋭いご指摘によって
行われる工藤先生の教育指導
のお姿は、我々建築学科教員
の鏡のような存在である。

 
大学院での建築家教育
　大学院工学研究科環境情報学専攻（修士）は2004（平成16）年
に設置された。設置当初より西村研究室には継続的に大学院生
が所属し、研究活動と並行して高度な設計技術教育を実施して
いる。講義「建築設計特論」では西村が専門とする建築論を講
じている。建築論は、ウィトルーウィウス『De architectura』に
端を発している。以後、有数の建築家による建築論が構築され
てきたが、その中の建築家教育についての言及を指針として建
築家教育を行う。ウィトルーウィウスの場合、「建築家の知識は
多くの学問と種々の教養によって具備され、この知識の判断に
よって他の技術によって完成された作品もすべて吟味される。
それは制作と理論から成り立つ」や「建築の学問は多岐多数の
知識で修飾され豊富にされているので、子供の時からこれらの
学問の階段を登って文学や技術の厖大な知識に養われ、建築の
至高の聖域に到達するのでなければ、急に正当に建築家の職に
就くことは不可能だとわたくしは考える」（西村謙司「森田慶一
の『建築論』の所在究明」『建築論研究』第1号、2019を参照）とある。

つまり、建築家は、理論（ratiocinatio）と制作（fabrica）を両輪と
して発揮される建築家の知識（scientia）を「多くの学問」と「種々
の教養」によって養っていく必要がある。大学院では、そのよ
うな「建築家の知識」の基盤構築を行うことを目的として教育
を行っている。

建築設計プロジェクトへの参画
　西村研究室は大学院教育の一環として、地域の実案件に参画
してきた。初期は商業施設の衛生施設設計、実施前提のコンペ
案の制作、地域の建築家との協働による展覧会参加等を重ね、
その連携を基盤に、豊後大野市の公衆便所、中学校、大分市内
の小中一貫校、幼保小一体施設等の設計業務に携わってきた。
大学院生は基本計画・基本設計・実施設計に至る各段階に参加
し、詳細図作成、建材選定、定例会議への出席、住民説明会資
料の作成など、設計実務の全過程を体験する。加えて、教育施
設に関しては、新設校を建てることによって壊される質の高い
学校建築を、文化的な観点から記録保存するための建築史学的
研究や、新設校にて開設された大分市初のオープンスペースの
利用実態調査など、教育施設の計画・運用に資する研究も並行
して行っている。

都市計画への参画
　大分市の都市計画
に対しても、学生と
協働して取り組んで
きた。『大分市営墓地
整備事業報告書』では、
市内墓地の現況調査
と課題抽出を学生が
主体となって実施し
た。報告書の作成にあ
たって、自治体の職員の支援を得ながら学生自身がその多くを
作成した。また、『大分市バリアフリー基本構想』では、他都市
の基本構想を悉皆的に調査し、大分市にふさわしい基本枠組み
を構築し、全国でも有数の基本構想となった。内容のみならず、
2度の構想文書の装丁も、本学学生のデザインによる。近年は、
戦後復興から現在に至る大分市の都市計画の変遷を「インダス
トリアル・パーク構想」という視座から再検討し、新産業都市

構想を担って成長した大分市の計画史の全体像を解明する試み
を進めている。

建築家研究
　上記の新産業都市構想に基づく都市計画の提案には、大分市
出身の世界的建築家磯崎新氏が関わっている。新しい都市構想
による都市計画の実践とともに新しい枠組みの建築設計が試み
られてきたが、磯崎氏が県内各地で重要な役割を担ってきた。
その都市構想と建築設計の関わりに着眼し、建築家がいかに都
市と関わりながら建築設計を行うのかという観点から建築設計
の設計プロセスを解明する研究を行っている。幸い、県内には
磯崎作品のアーカイブズが多くあり、学生は磯崎記念館や自治
体が所蔵する図面資料を直接確認する機会に恵まれている。磯
崎氏旧蔵書の多くは大分市に寄贈されており、蔵書リストの整
備には学生が携わってきた。学生は、学部1年次からの地方公
共団体との継続的な交流により、都市計画資料や設計図書への
アクセス機会が拡充し、横断的なフィールドワークと資料収集
に基づく研究が可能となっている。

グローカル人材の育成をめざして
　20年以上にわたる研究室活動の中で、中国・韓国・モンゴ
ル・メキシコなど、国外からの留学生が重要な役割を担ってき
た。彼らの中には、日本に定住し建築設計事務所で活躍する者
もいれば、母国へ帰国して地域創生を理念とする建築活動を展
開する者もいる。本学で培われた地域創生教育が、国境を越え
て広がりを見せていることは、日本人学生にとっても刺激とな
り、地域に根ざしながら国際的に活動できる建築家像のモデル
となっている。
　このように、本学の建築教育は地域と世界を往還する「グ
ローカル」な人材育成をめざしており、地域社会に根ざした実
践教育の成果が、グローバルな文脈においても着実に展開され
つつある。

大分市バリアフリー基本構想

沈堕滝滝見公園便所整備計画（豊後大野市）

建築設計プロジェクト

大分県豊後大野市清川中学校 大分市荷揚町小学校 報告書

日本文理大学卒業設計展

卒業設計発表会

日本建築学会設計競技 タジマ奨励賞作品

工藤国雄氏による特別講義


